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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月6日(2011.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定の交流入力電圧の大きさおよび周波数で入力交流電力を受け取り、かつ可変電圧お
よび可変周波数で出力交流電力を供給するように構成された可変速駆動システムであって
、
　前記入力交流電圧を供給する交流電源に接続され、前記入力交流電圧をブースト直流電
圧に変換するように構成された、コンバータ段と、
　前記コンバータ段に接続され、前記コンバータ段からの前記ブースト直流電圧をフィル
タリングしかつ蓄積するように構成された、直流リンクと、
　前記直流リンクに接続され、前記直流リンクからの前記ブースト直流電圧を、前記可変
電圧および前記可変周波数を有する前記出力交流電力に変換するように構成された、イン
バータ段と、
　前記コンバータ段の入力で前記ＶＳＤに接続され、前記交流電源に存在する伝導電磁妨
害または無線周波妨害によって誘導されるコモンモード成分および微分モード成分をフィ
ルタリングするための入力フィルタと、
を備える可変速駆動システム。
【請求項２】
　前記入力フィルタは、
　各巻線が各巻線を１対のインダクタ部に分割するセンタタップを有する、３つの巻線を
もつ３相インダクタと、
　一方の端部で前記３つのセンタタップに、かつ反対端で共通点にＹ形に接続された３つ
のコンデンサを有する３相入力コンデンサバンクと、を備え、
　前記３相入力コンデンサバンクは、前記所定の基本周波数を前記コンバータ段へ通過さ
せる間に、前記３相コンデンサバンクを通じて所定の基本周波数を超える周波数を分流す
るための、所定の基本周波数を超える周波数に対する短絡回路を実質的に提供するように
構成されている、請求項１に記載の可変速駆動システム。
【請求項３】
　３相入力コンデンサバンクの前記反対端の前記共通点は、また接地への接続を有する、
請求項２に記載の可変速駆動システム。
【請求項４】
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　共通点と接地との間に接続されたコンデンサをさらに備える、請求項３に記載の可変速
駆動システム。
【請求項５】
　インダクタ部の各前記対は、一方の端部で前記センタタップにそれぞれ接続される線側
インダクタと負荷側インダクタとを備え、前記線側インダクタは、前記センタタップの反
対側の第２の端部で前記交流電源に接続され、前記負荷側導体が、前記センタタップの反
対側の第２の端部で前記コンバータ段に接続されている、請求項２に記載の可変速駆動シ
ステム。
【請求項６】
　前記３相インダクタは、少なくとも３つの脚部分を有するコア要素を含む５脚インダク
タであり、各前記脚部分は１対の電流を伝えるコイルで巻かれ、前記３つの脚部分を連続
した磁気経路に接続する磁束部分であり、前記磁束部分は、実質上方形のフレーム部分を
形成するために、上端部で上脚部によって接続されかつ下端部で下脚部によって接続され
た１対の垂直脚部を有し、前記３つの脚部分は、前記フレーム部分と磁気的に連通し前記
フレーム部分内に配置されている、請求項２に記載の可変速駆動システム。
【請求項７】
　前記３相インダクタは、少なくとも３つの脚部分を有するコア要素を含む４脚導体であ
り、各脚部分は１対の電気コイルで巻かれ、前記３つの脚部分を連続した磁気経路で接続
する磁束部分であり、前記磁束部分は前記電気コイルを通り流れるコモンモード電流成分
によって励磁される共通の磁束経路を提供する磁束部分を有する、請求項２に記載の可変
速駆動システム。
【請求項８】
　各コンデンサが、Ｙ形に前記インダクタの出力位相に接続された３つのコンデンサから
なる第１の出力コンデンサバンクをさらに備え、
　前記第１の出力コンデンサバンクの各前記３つのコンデンサは、前記出力相接続の反対
端に共通して接続され、前記共通コンデンサ接続がまた、接地に接続されている、
請求項２に記載の可変速駆動システム。
【請求項９】
　前記インバータ段の前記出力位相と直列に接続される３つの出力相巻線を有する出力イ
ンダクタと、
　各コンデンサが、Ｙ形に前記出力インダクタの負荷側に接続されている３つのコンデン
サからなる第２の出力コンデンサバンクと、をさらに備え、
　微分モード電圧成分によって誘導される電流が、前記出力インダクタの前記負荷側から
実質上除去され、かつ前記出力インダクタに接続された負荷へ流れるのを防止する、
請求項８に記載の可変速駆動システム。
【請求項１０】
　前記コモンモード成分は、三相の交流電源の電圧接地線を含む、請求項１に記載の可変
速駆動システム。
【請求項１１】
　前記入力フィルタは、Ｙ形に接続された３つのコンデンサを有する３相入力コンデンサ
バンクを含み、前記３つのコンデンサの各コンデンサは前記３相交流電源のひとつの相に
第１の端を接続され、他の２つのコンデンサとの共通点に第２の端を接続され、そして接
地コンデンサが前記共通点と接地の間に接続されている、請求項１０に記載の可変速駆動
システム。
【請求項１２】
　前記３相入力コンデンサバンクは、前記３相交流電源の電圧接地線をフィルタしてコン
バータ段に跨る高周波歪を実質的に除去するように構成されている、請求項１１に記載の
可変速駆動システム。
【請求項１３】
　　３相巻線を有する３相インダクタをさらに含み、前記３相インダクタの各巻線が各巻
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線を１対のインダクタ部へ分割するセンタタップを有する、請求項１２に記載の可変速駆
動システム。
【請求項１４】
　各巻線が、各巻線を１対のインダクタ部に分割するセンタタップを有する、３つの巻線
を有する３相インダクタと、
　Ｙ形で、一方の端部で前記３つのセンタタップに接続され、かつ反対端で共通点に接続
されている３つのコンデンサを有する３相入力コンデンサバンクと、を備え、
　前記３相入力コンデンサバンクは、前記所定の基本周波数を入力交流電源へ通過させる
間に、前記３相コンデンサバンクを通じて所定の基本周波数を超える周波数を分流するた
めの所定の基本周波数を超える周波数に対して実質上短絡回路を提供するように構成され
ている、
コモンモードおよび微分モード電流をフィルタリングするための入力フィルタ。
【請求項１５】
　３相入力コンデンサバンクの前記反対端の前記共通点はまた、接地への接続も有する、
請求項１４に記載の入力フィルタ。
【請求項１６】
　共通点と接地との間に接続されたコンデンサをさらに備える、請求項１５に記載の入力
フィルタ。
【請求項１７】
　インダクタ部の各前記対は、一方の端部で前記センタタップにそれぞれ接続された線側
インダクタと負荷側インダクタとを備え、前記線側インダクタは、前記センタタップの反
対側の第２の端部で交流電源に接続され、負荷側導体は、前記センタタップの反対側の第
２の端部で前記可変速駆動装置のコンバータ段に接続されている、請求項１５に記載の入
力フィルタ。
【請求項１８】
　前記３相インダクタは、少なくとも３つの脚部分を有するコア要素を含む５脚インダク
タであり、各前記脚部分は１対の電流を伝えるコイルで巻かれ、前記３つの脚部分を連続
した磁気経路に接続する磁束部分であり、前記磁束部分は、実質上方形のフレーム部分を
形成するために、上端部で上脚部によって接続されかつ下端部で下脚部によって接続され
た１対の垂直脚部を有し、前記３つの脚部分は、前記フレーム部分と磁気的に連通し前記
フレーム部分内に配置されている、請求項１５に記載の入力フィルタ。
【請求項１９】
　前記３相インダクタは、少なくとも３つの脚部分を有するコア要素を含む４脚導体であ
り、各脚部分は１対の電気コイルで巻かれ、前記３つの脚部分を連続した磁気経路で接続
する磁束部分であり、前記磁束部分は前記電気コイルを通り流れるコモンモード電流成分
によって励磁される共通の磁束経路を提供する磁束部分を有する、請求項１５に記載の入
力フィルタ。
【請求項２０】
　前記３相入力コンデンサバンクの反対端での共通点はさらに、接地接続、および共通点
と接地接続の間に接続された第４のコンデンサを含む、請求項１４に記載の入力フィルタ
。
【請求項２１】
　前記フィルタは前記３相交流電源の電圧接地線をフィルタしてコンバータ段に跨る高周
波歪を実質的に除去するように構成されている、請求項２０に記載の入力フィルタ。
【請求項２２】
　３相巻線を有する３相インダクタをさらに含み、前記３相インダクタの各巻線が各巻線
を１対のインダクタ部へ分割するセンタタップを有する、請求項２１に記載の入力フィル
タ。
【請求項２３】
　各コンデンサは、Ｙ形で前記インダクタの出力相に接続されている３つのコンデンサか
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らなる第１の出力コンデンサバンクを備え、
　前記第１の出力コンデンサバンクの各前記３つのコンデンサは、前記出力相接続の反対
端で共通して接続され、前記共通コンデンサ接続はまた、接地に接続されている、
　可変速駆動装置に関連するコモンモードおよび微分モード電流をフィルタリングするた
めの出力フィルタ。
【請求項２４】
　前記インバータ段の前記出力相と直列に接続された３つの出力相巻線を有する出力イン
ダクタと、
　各コンデンサが、Ｙ形で前記出力インダクタの負荷側に接続されている、３つのコンデ
ンサからなる第２の出力コンデンサバンクと、をさらに備え、
　微分モード電圧成分によって誘導される電流が、前記出力インダクタの前記負荷側から
実質上除去され、かつ前記出力インダクタに接続された負荷へ流れるのを防止する、
請求項２３に記載の出力フィルタ。
【請求項２５】
　閉冷媒ループに接続された圧縮器、凝縮器、および蒸発器を備える冷媒回路と、
　前記圧縮器に電力供給するように前記圧縮器に接続されたモータと、
　前記モータに接続され、固定の交流入力電圧の大きさおよび周波数で入力交流電力を受
け取り、かつ可変電圧および可変周波数で出力交流電力を供給するように構成されている
可変速駆動装置とを備え、前記可変速駆動装置は、
　前記入力交流電圧を供給する交流電源に接続され、前記入力交流電圧をブースト直流電
圧に変換するように構成されているコンバータ段と、
　前記コンバータ段に接続され、前記コンバータ段からの前記ブースト直流電圧をフィル
タリングしかつ蓄積するように構成されている直流リンクと、
　前記直流リンクに接続され、前記直流リンクからの前記ブースト直流電圧を、前記可変
電圧および前記可変周波数を有する前記出力交流電力に変換するように構成されているイ
ンバータ段と、
　コモンモードおよび微分モード電流をフィルタリングするための入力フィルタと、を備
え、
前記入力フィルタは、
　各巻線は各巻線を１対のインダクタ部に分割するセンタタップを有する、３つの巻線を
有する３相インダクタと、
　Ｙ形で、一方の端部で前記３つのセンタタップに接続され、かつ反対端で共通点に接続
されている、３つのコンデンサを有する３相入力コンデンサバンクと、を備え、
　前記３相入力コンデンサバンクは、前記所定の基本周波数を前記コンバータ段へ通過さ
せる間に、前記３相コンデンサバンクを通じて所定の基本周波数を超える周波数を分流す
るための所定の基本周波数を超える周波数に対して実質上短絡回路を提供するように構成
される、
冷却器システム。
【請求項２６】
　可変速駆動装置に関連するコモンモードおよび微分モード電流をフィルタリングするた
めの出力フィルタをさらに備え、前記出力フィルタは、
　各コンデンサがＹ形で前記インダクタの出力相に接続されている、３つのコンデンサか
らなる第１の出力コンデンサバンクを備え、
　前記第１の出力コンデンサバンクの各前記３つのコンデンサは、前記出力相接続の反対
端で共通して接続され、前記共通のコンデンサ接続はまた、接地に接続される、請求項２
５に記載の冷却器システム。
【請求項２７】
　前記出力フィルタは、
　前記インバータ段の前記出力相と直列に接続された３つの出力相巻線を有する出力イン
ダクタと、
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　各コンデンサがＹ形で前記出力インダクタの負荷側に接続されている、３つのコンデン
サからなる第２の出力コンデンサバンクと、をさらに備え、
　微分モード電圧成分によって誘導される電流が、前記出力インダクタの前記負荷側から
実質上除去され、かつ前記出力インダクタに接続された負荷へ流れるのを防止する、請求
項２５に記載の冷却器システム。
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